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理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

会
員
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、

会
員
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
支
援
、

当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営
に
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

上
げ
ま
す
。

ご
案
内
の
と
お
り
、
我
が
国
に
お

ご
案
内
の
と
お
り
、
我
が
国
に
お

き
ま
し
て
は
、
超
高
齢
社
会
、
人
口

き
ま
し
て
は
、
超
高
齢
社
会
、
人
口

減
少
社
会
を
迎
え
、
労
働
力
人
口
の

減
少
社
会
を
迎
え
、
労
働
力
人
口
の

大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
、
と
り
わ

誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
、
と
り
わ

け
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
、

け
、
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
、

生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

生
涯
現
役
で
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き

る
社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て

る
社
会
の
実
現
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、高
齢
者
に
就
業
機

こ
う
し
た
中
、高
齢
者
に
就
業
機

会
を
提
供
し
、地
域
の
活
性
化
に
も

会
を
提
供
し
、地
域
の
活
性
化
に
も

寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

寄
与
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
期
待
は
、
益
々
高
ま
っ
て
き

へ
の
期
待
は
、
益
々
高
ま
っ
て
き

て
お
り
、
一
昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た

て
お
り
、
一
昨
年
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や
、

「
ニ
ッ
ポ
ン
一
億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
や
、

本
年
二
月
の「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」

本
年
二
月
の「
高
齢
社
会
対
策
大
綱
」

に
お
き
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
事
業

に
お
き
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
事
業

の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

当
大
分
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
、
平
成
二
九
年
度
の

タ
ー
に
お
け
る
、
平
成
二
九
年
度
の

事
業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員

事
業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員

数
は
、
三
月
末
で
一
五
〇
九
人
と
な

数
は
、
三
月
末
で
一
五
〇
九
人
と
な

り
、
八
年
ぶ
り
に
、
一
五
〇
〇
人
の

り
、
八
年
ぶ
り
に
、
一
五
〇
〇
人
の

大
台
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
台
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
団
塊
世
代

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
団
塊
世
代

の
方
が
七
〇
歳
を
迎
え
、
企
業
等
に

の
方
が
七
〇
歳
を
迎
え
、
企
業
等
に

お
い
て
定
年
延
長
や
再
雇
用
が
進
む

お
い
て
定
年
延
長
や
再
雇
用
が
進
む

中
、
六
〇
歳
台
、
特
に
六
〇
歳
台
前

中
、
六
〇
歳
台
、
特
に
六
〇
歳
台
前

半
の
会
員
の
確
保
は
難
し
く
な
っ
て

半
の
会
員
の
確
保
は
難
し
く
な
っ
て

く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

く
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、受
注
金
額
は
、請
負
・
委
任

ま
た
、受
注
金
額
は
、請
負
・
委
任

が
五
億
九
四
二
〇
万
円
と
、前
年
度

が
五
億
九
四
二
〇
万
円
と
、前
年
度

に
比
べ
て
、三
二
二
七
万
円
の
増
、シ

に
比
べ
て
、三
二
二
七
万
円
の
増
、シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
は
四
七
五
六
万
円

ル
バ
ー
派
遣
事
業
は
四
七
五
六
万
円

と
、一
四
七
三
万
円
の
増
と
な
っ
て

と
、一
四
七
三
万
円
の
増
と
な
っ
て

お
り
、全
体
で
は
、六
億
四
一
七
七

お
り
、全
体
で
は
、六
億
四
一
七
七

万
円
、
前
年
度
に
比
べ
四
七
〇
〇
万

万
円
、
前
年
度
に
比
べ
四
七
〇
〇
万

円
の
増
と
な
り
、
大
き
な
実
績
を
上

円
の
増
と
な
り
、
大
き
な
実
績
を
上

げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

げ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
特
に
、
派
遣
事
業
収

今
後
と
も
、
特
に
、
派
遣
事
業
収

益
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
正

益
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
適
正

就
業
の
観
点
に
も
立
ち
、「
請
負
・

就
業
の
観
点
に
も
立
ち
、「
請
負
・

委
任
」か
ら「
派
遣
」へ
の
切
り
替
え

委
任
」か
ら「
派
遣
」へ
の
切
り
替
え

も
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

も
、
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て

ま
た
、
安
全
就
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
故
発
生
件
数
は
、
こ
こ
数
年

は
、
事
故
発
生
件
数
は
、
こ
こ
数
年

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
二
九

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
二
九

年
度
は
二
五
件
と
、
前
年
度
の
二
一

年
度
は
二
五
件
と
、
前
年
度
の
二
一

件
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、
事
故
原

件
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、
事
故
原

因
等
を
分
析
し
、
そ
の
対
策
を
講
じ

因
等
を
分
析
し
、
そ
の
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
に
お
け
る
当
セ
ン
タ
ー

本
年
度
に
お
け
る
当
セ
ン
タ
ー

の
重
点
課
題
は
、
ま
ず
は
「
会
員
数

の
重
点
課
題
は
、
ま
ず
は
「
会
員
数

の
拡
大
」
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

の
拡
大
」
で
あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
、

全
シ
協
の
「
第
二
次
会
員
一
〇
〇
万

全
シ
協
の
「
第
二
次
会
員
一
〇
〇
万

人
達
成
計
画
」
の
初
年
度
に
当
た
り
、

人
達
成
計
画
」
の
初
年
度
に
当
た
り
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
中

当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
中

期
計
画
に
、
一
六
三
〇
名
と
い
う
高

期
計
画
に
、
一
六
三
〇
名
と
い
う
高

い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

い
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

一
会
員
一
名
増
強
運
動
の
展
開
や
、

一
会
員
一
名
増
強
運
動
の
展
開
や
、

折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
、さ
ら
に

折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
、さ
ら
に

は
、新
会
員
を
紹
介
し
た
会
員
へ
謝
礼

は
、新
会
員
を
紹
介
し
た
会
員
へ
謝
礼

を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、会
員
の
獲

を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、会
員
の
獲

得
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め

得
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
就
業
開
拓
員
を
増
員
し
た

ま
た
、
就
業
開
拓
員
を
増
員
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
等
の
商

と
こ
ろ
で
あ
り
、
ス
ー
パ
ー
等
の
商

品
管
理
や
福
祉
施
設
の
管
理
業
務
等

品
管
理
や
福
祉
施
設
の
管
理
業
務
等

に
つ
い
て
、
新
規
事
業
の
開
拓
・
拡

に
つ
い
て
、
新
規
事
業
の
開
拓
・
拡

充
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

充
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
に
参
画
い
た
し
ま

さ
ら
に
、
新
た
に
参
画
い
た
し
ま

し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

し
た
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
や
、
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
事
業

合
事
業
や
、
児
童
育
成
ク
ラ
ブ
事
業

に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
、
充
実
強

に
つ
い
て
も
、
よ
り
一
層
、
充
実
強

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
者
に

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
者
に

対
す
る
社
会
の
期
待
が
益
々
高
ま
る

対
す
る
社
会
の
期
待
が
益
々
高
ま
る

中
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

中
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
き
ま
し
て
は
、

会
員
の
増
強
は
も
と
よ
り
、
複
雑
多

会
員
の
増
強
は
も
と
よ
り
、
複
雑
多

様
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り

様
化
す
る
地
域
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り

と
応
え
な
が
ら
、
地
域
に
信
頼
さ
れ

と
応
え
な
が
ら
、
地
域
に
信
頼
さ
れ

る
、
地
域
に
必
要
な
組
織
と
し
て
充

る
、
地
域
に
必
要
な
組
織
と
し
て
充

実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

実
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
方
に
は
、

り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
方
に
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ご
支
援
ご
協
力

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
ご
支
援
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

こ
れ
か
ら
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

理事長　右田  芳明
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定
時
総
会
開
催

定
時
総
会
開
催

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

去
る
六
月
六
日
㈬
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

（
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
平
成

三
十
年
度
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
先
立
ち
会
員
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
三
十
九
名
の
方
へ
理
事
長
よ

り
賞
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
河
野
正
輝
会

員
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

総
会
に
入
り
、
右
田
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
、
長
年
に
亘
り
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
貢
献

を
頂
き
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
会
員
へ

の
感
謝
と
今
後
の
ご
活
躍
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
二
十
九
年
度
は
前
年
実

績
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
事
、
今

期
は
更
な
る
飛
躍
を
め
ざ
し
新
規
会

員
の
増
強
、
新
規
就
業
先
の
開
拓
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

次
に
来
賓
の
大
分
市
長
様
（
代
理

出
席
副
市
長
桑
田
竜
太
郎
様
）、大
分

市
議
会
議
長
野
尻
哲
雄
様
よ
り
祝
辞

を
戴
き
、
次
い
で
大
分
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
常
務
理
事
の

藍
畑
則
文
様
の
ご
紹
介
と
連
合
会
様

よ
り
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
審
議
に
先
立
ち
議
長
に
木
下

和
子
さ
ん
（
八
幡
班
）
を
選
任
し
審

議
に
入
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
：
平
成
二
十
九
年
度

事
業
報
告　

第
二
号
議
案
：
平
成

二
十
九
年
度
収
支
決
算
報
告
並
び
に

監
査
報
告　

第
三
号
議
案
：
定
款
の

一
部
改
正　

第
四
号
議
案
：
役
員
の

選
任　

の
各
件
に
つ
い
て
、
事
務
局

長
よ
り
説
明
が
行
わ
れ
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

入場を待つ会員のみなさん

表彰状の贈呈謝辞を述べる河野会員

市議会議長のあいさつ 市長のあいさつ

理事長のあいさつ
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新
役
員
紹
介

新
役
員
紹
介

続
い
て
第
一
号
報
告
：
平

成
二
十
九
年
度
収
支
補
正

予
算　

第
二
号
報
告
：
平
成

三
十
年
度
事
業
計
画　

第

三
号
報
告
：
平
成
三
十
年
度

収
支
予
算
に
つ
い
て
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
今
年
度
の
基
本
方

針
に
基
づ
く
重
点
事
項
と

し
て

一
、
会
員
増
強
を
推
進
「
一

会
員
一
名
増
強
運
動
」

二
、
財
政
基
盤
の
確
立
「
新

規
事
業
の
開
拓
・
既
存

事
業
の
拡
充
」

三
、
安
心
安
全
な
就
業
環
境

の
確
立
強
化
「
就
業
基

準
の
遵
守
徹
底
・
部
会
毎
に
事

故
防
止
策
を
検
討
・
実
践
」

四
、
組
織
力
の
強
化
「
事
務
局
職
員

研
修
の
実
施
・
職
群
班
部
会
の

組
織
強
化
、新
た
に
女
性
部
会
・

草
取
部
会
の
設
立
を
検
討
」

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
全
て
の
審
議
が
終
了
し
、
続

い
て
新
役
員
三
名
の
紹
介
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
宮
崎
英
子
理

事
の
閉
会
の
こ
と
ば
に
よ
り
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

出
席
さ
れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
の

多
大
な
ご
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
総

会
が
滞
り
な
く
進
行
さ
れ
ま
し
た
こ

と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

●
大
分
市
福
祉
保
健
部
長

小

畑

裕

之

担
当
部
会
・
福
祉
部
会

●
安
全
委
員
会
代
表

幸
　

義

広

担
当
部
会
・
事
業
部
会

●
剪
定
部
会
代
表佐

藤
　

聰

担
当
部
会
・
事
業
部
会

熱心に聞き入る会員

事務局長の議案説明

右より 小畑部長・佐藤理事・幸理事

来賓のご挨拶
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一
会
員
一
名
増
強
運
動  

実
施
中

一
会
員
一
名
増
強
運
動  

実
施
中

お
知
ら
せ

「
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
」開
催
予
定

「
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ
」開
催
予
定

誕会 の会 のののの会 の会会 ののの会会会 のののの会部 会部 会部 会会会部 会会会会会会会取 部取取取取取草 取草草草 取草草草草草草草草草草草草 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部取取取取取取取取取取取取 会会会会会会部 会部 会部部部部部部部部取取取取取取 会会取取取取 会会会会草草草草草草草草草草草草草草草 取取取取取取取取取取取取 部部部部 会会会会会会草草草草草草草草草草草草 部部草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草草 取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取 部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 誕誕誕誕のののののののののののののののののののののののの 誕誕の 誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの 誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕誕 生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生 !!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!草 取 部 会 の 誕 生 !!草 取 部 会 の 誕 生 !!

今
年
も
十
一
月
上
旬
に「
ふ

れ
愛
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催
予
定

で
す
。

会
員
さ
ん
手
作
り
の
作
品
、

農
産
物
な
ど
の
販
売
用
の
出
品

物
、
バ
ザ
ー
用
の
品
物（
未
使

用
品
に
限
る
）を
募
集
し
て
い

ま
す
。
募
集
要
項
は
後
日
事
務

局
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

会
員
の
皆
様

の
す
て
き
な
作

品
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画
の

重
点
事
項
と
し
て「
会
員
の
拡

大
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は

強
化
対
策
と

し
て
、
ご
紹

介
の
入
会
者

一
人
に
つ
き

千
円
の
商
品

券
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
お
ひ

と
り
何
名
で
も
ご
紹
介
を
お
ま

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
友

達
、
ご
近
所
、
お
知
り
合
い
の

方
に
ぜ
ひ
入
会
説
明
会
の
ご
案

内
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
紹
介
カ
ー
ド
は
事
務
局

に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
自
由
に
お
持
ち
下
さ
い
。

本年２月、シルバー人材センターの主導により、技術の研
鑽や連絡網の整備等を目的に「緩やかな」草取部会が発足し
ました。この背景は、草取会員高齢化や新規就業者激減と草
取受注件数増加の現状を、会員相互の連携（お助け）により
乗り切ろうとするものです。
部会員は120名（男性71名・女性49名）、会長１名・副会
長２名・６地区別に班長と連絡員２～３名を配置しています。
又、作業形態は、草取と毎月軽度生活援助（市補助事業）に
大別されます。
平成29年度の草取受注金額は3,466万円（前年比155万円増）で、発注者は、高齢者世帯が

最も多く、このほか、共稼ぎ世帯・会社・アパート・空家・公的団体など多様です。又、作業
従事形態も一人・二人・三人以上と多様であり、季節や場所により草の種類も様々です。
草取は、いわゆる３Ｋで大変と思う方が多いと思いますが、「日本一美しい街づくり」
の一環であり、また、作業後の爽快感・発注者の笑顔・十分な配分金は何にも代えがた
いものがあります。草取部会の周知と充実と新規部会員の確保は大きな課題であり、特
に新規部会員は大歓迎します。一緒にやってみませんか！

部会長　中城  正士
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シ
ル
バ
ー
会
員
の
手
記
〔
そ
の
一
〕

シ
ル
バ
ー
会
員
の
手
記
〔
そ
の
一
〕

会
員
さ
ん
よ
り
手
記
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
の
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。 

（
匿
名
希
望
者
で
す
）

Ｍ
子
さ
ん
と
の
出
会
い

二
〇
一
七
年
十
一
月
よ
り
自
分
に

と
っ
て
初
め
て
の
仕
事
の
介
護
家
事

援
助
サ
ー
ビ
ス
で
Ｍ
子
さ
ん
に
お
目

に
か
か
る
。
朝
八
時
Ｍ
子
さ
ん
宅
へ
、

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶

の
後
、
取
り
と
め
の
な
い
世
間
話
を

し
な
が
ら
一
時
間
弱
、
Ｍ
子
さ
ん
を

お
迎
え
に
来
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方

に
引
き
継
ぐ
の
が
私
の
仕
事
。
具
体

的
に
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
た

め
の
持
ち
物
準
備
の
チ
ェ
ッ
ク
、
服

装
の
チ
ェ
ッ
ク
、
話
し
相
手
と
い

た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
も
の
。

探
し
物
も
楽
し
く

十
一
月
末
日

「
お
や
、今
朝
も
メ
ガ
ネ
が
な
い
よ
」

二
人
し
て「
メ
ガ
ネ
さ
ん
ヤ
ー
イ
」

「
ど
こ
に
隠
れ
て
い
る
の
」
と
言
い

な
が
ら
探
す
。
す
ぐ
見
つ
か
る
こ
と

も
あ
る
け
れ
ど
、
今
回
は
あ
ち
こ
ち

隅
な
く
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。

「
メ
ガ
ネ
が
な
い
と
、
今
日
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
か
な
い
」
と
い
つ

も
の
よ
う
に
言
い
出
す
Ｍ
子
さ
ん
。

「
き
っ
と
あ
る
よ
。
家
の
中
の
こ

と
だ
も
の
」「
メ
ガ
ネ
さ
ん
が
見
つ

け
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
よ
」

と
さ
ら
に
探
す
こ
と
十
分
く
ら
い
。

「
ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
」
と
Ｍ

子
さ
ん
。「
よ
か
っ
た
ね
」「
台
所
の

棚
の
う
え
に
隠
れ
て
い
た
の
ね
」
と

い
っ
た
具
合
。

探
し
物
が
財
布
の
時
は
、
さ
す
が

に
あ
わ
て
戸
惑
っ
た
が
、
迎
え
に
来

て
く
れ
た
施
設
の
方
が
見
つ
け
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の

う
ち
慣
れ
っ
こ
に
な
り
探
し
物
の
時

間
は
短
く
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て

物
探
し
も
楽
し
い
時
間
に
な
っ
た
。

と
い
う
の
も
物
忘
れ
す
る
こ
と
は
自

分
も
良
く
あ
り
他
人
事
で
は
な
い
。

自
分
も
同
じ
道
を
た
ど
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ
。

時
々
少
し
わ
が
ま
ま
を
い
う
Ｍ
子
さ

ん
が
た
ま
ら
な
く
愛
お
し
く
さ
え
思

え
て
き
た
。

共
に
老
い
て
い
く
今
、
Ｍ
子
さ
ん

の
時
間
を
少
し
で
も
楽
し
く
共
有
し

よ
う
と
思
う
。
最
初
の
こ
ろ
固
く
心

を
閉
ざ
し
て
い
た
の
に
次
第
に
打
ち

解
け
て
く
れ
て
あ
り
が
た
い
。

読
み
物
に
興
味
を

通
い
始
め
て
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
、
Ｍ

通
い
始
め
て
三
ヶ
月
ぐ
ら
い
、
Ｍ

子
さ
ん
は
少
し
心
の
余
裕
が
で
き
て

子
さ
ん
は
少
し
心
の
余
裕
が
で
き
て

き
た
よ
う
だ
。
探
し
物
の
時
間
も
ほ

き
た
よ
う
だ
。
探
し
物
の
時
間
も
ほ

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で

余
裕
の
時
間
は
新
聞
を
声
に
出
し
て

余
裕
の
時
間
は
新
聞
を
声
に
出
し
て

読
む
よ
う
に
し
た
。
毎
日
続
け
て
み

読
む
よ
う
に
し
た
。
毎
日
続
け
て
み

る
と
、
Ｍ
子
さ
ん
が
記
事
に
よ
っ
て

る
と
、
Ｍ
子
さ
ん
が
記
事
に
よ
っ
て

は
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
。
時
に
は
相

は
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
。
時
に
は
相

槌
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

槌
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

図
書
館
で
借
り
た
童
話
の
本
も
試
し

図
書
館
で
借
り
た
童
話
の
本
も
試
し

て
み
た
が
、
こ
れ
は
、
反
応
は
よ
ろ

て
み
た
が
、
こ
れ
は
、
反
応
は
よ
ろ

し
く
な
い
。
市
報
朗
読
は
記
事
に

し
く
な
い
。
市
報
朗
読
は
記
事
に

よ
っ
て
反
応
し
意
見
も
言
う
こ
と
も

よ
っ
て
反
応
し
意
見
も
言
う
こ
と
も

あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
現
実
の

あ
り
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
現
実
の

話
の
方
が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
の

話
の
方
が
身
近
で
分
か
り
や
す
い
の

だ
ろ
う
。
当
然
の
事
か
も
し
れ
な
い

だ
ろ
う
。
当
然
の
事
か
も
し
れ
な
い
。

い
つ
も
和
や
か
な
Ｍ
子
さ
ん

Ｍ
子
さ
ん
の
裏
庭
に
、
可
憐
な
白

い
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
花
が
見
事
に
、

た
く
さ
ん
咲
き
灯
っ
て
い
る
四
月
、

お
世
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
半
年

が
過
ぎ
た
。
最
近
は
Ｍ
子
さ
ん
の
笑

顔
が
増
え
て
見
違
え
る
よ
う
に
生
き

生
き
し
て
い
る
。
は
き
は
き
と
も
の

が
言
え
て
正
し
い
判
断
が
で
き
る
。

彼
女
に
和
や
か
な
気
持
ち
が
蘇
っ
た

よ
う
だ
。
こ
の
こ
と
を
誰
か
に
告
げ

た
く
な
る
。

数
日
後
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
お
迎

え
の
職
員
さ
ん
が
「
お
陰
様
で
Ｍ
子

さ
ん
は
、
施
設
で
以
前
は
怒
り
っ
ぽ

か
っ
た
の
に
最
近
穏
や
か
に
な
り
ま

し
た
」
と
の
伝
言
。「
そ
し
て
相
手

を
思
い
や
る
気
持
ち
が
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
」
と
も
。
や
っ
た
ぁ
。
や
は

り
Ｍ
子
さ
ん
の
気
持
ち
が
次
第
に
安

定
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
し
て
施
設
で
の
彼
女
の
様
子
を
伝

え
て
く
れ
る
職
員
の
温
か
い
気
持
ち

も
伝
わ
っ
て
き
て
、
ほ
っ
こ
り
し
た
。

あ
り
が
と
う
、
よ
か
っ
た
。

二
〇
一
八
年
六
月
十
二
日

（
次
号
に
続
く
）
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高
橋  

浩
二

業
務
班（
派
遣
）

黒
江  

清
司

業
務
班（
継
続
・
派
遣
）

村
山  

　
剛

業
務
班（
開
拓
）

中
島  

真
人

業
務
班 村

山  

武
史

業
務
班（
開
拓
）

安
全
就
業
の
た
め
に

新入職員紹介新入職員紹介ま
だ
ま
だ
仕
事
に
は
不
慣
れ
な

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
お
役
に

立
て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
民
間
企
業
三
十
八

年
の
経
験
を
活
か
し
て
微
力
な
が

ら
入
会
者
の
就
業
紹
介
に
尽
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

剪
定
・
草
刈
の
業
務
と
し
て
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

営
業
的
な
仕
事
は
初
め
て
で
す

が
、
就
業
開
拓
員
と
し
て
会
員
の

方
々
の
雇
用
の
拡
大
に
全
力
を
尽

く
し
ま
す
！

会
員
の
皆
様
に
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

この度５名の職員が仲間となりま
した。
どうぞよろしくお願いいたします。

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

お
知
ら
せ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

お
知
ら
せ

花
火
大
会
後
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

八
月
六
日
㈪
朝
六
時

よ
り
、
舞
鶴
橋
と
弁
天

大
橋
の
河
川
敷
で
花
火

大
会
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
ま
す
。
毎
年
、
会
員

さ
ん
と
職
員
が
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
早
朝
の
気
持
ち

の
い
い
空
気
を
吸
い
な
が
ら
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大
分
駅
南
側「
い
こ
い
の
道
」広
場

清
掃
活
動

十
一
月
の
下
旬
に
大

分
駅
南
側
、芝
生
が
広
が

る「
大
分
い
こ
い
の
道
」

広
場
で
の
草
取
り
、ゴ
ミ

拾
い
等
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
す
。

前
回
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
手
際
の

良
さ
に
大
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
後
日
事
務

局
だ
よ
り
に
て
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

昨
年
は
事
故
が
多
発
し
〝
非

常
事
態
宣
言
〞
を
発
令
す
る
残

念
な
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
今

期
は
昨
年
を
教
訓
に
安
全
委
員

会
を
中
心
に
安
全
就
業
へ
の
取

り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
会
員
一
人
ひ
と
り
が
安
全

意
識
を
持
ち
事
故
ゼ
ロ
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

安
全
就
業
へ
の
取
り
組
み

一
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化　

二
、「
安
全
標
語
」「
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
」の
募
集

三
、
事
故
分
析
と
対
策

四
、
安
全
ニ
ュ
ー
ス
等
に
よ
る

広
報
活
動

尚
、
事
故
発
生
時
は
速
や
か

に
事
務
局
ま
で
、
報
告
を
し
て

下
さ
い
。
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編
　
集
　
後
　
記

●
会
報
編
集
委
員

　
　
幸
野 

正
市
・
後
藤 

幸
敏

　
　
那
賀 

美
保
・
池
邉 

義
幸

五
月
雨
に  

思
い
馳
せ
た
る

　

我
が
路
よ

梅
雨
ぞ
ら
に  

と
り
の
さ
え
ず
り

こ
こ
ち
よ
し

𠮷
良
麻
里
子
（
判
田
西
班
）

仕
事
の
出
来
る
人  

選
ぶ
よ
り　

　
　

出
来
な
い
人
ほ
ど
同
調
し

仲
が
良
い

富
原
新
八
（
寒
田
Ｂ
班
）

今
も
な
お  

光
り
輝
く  

元
ヤ
ン
グ

銀
色
が  

が
ん
ば
っ
て
今

　

金
に
な
る

中
塚
又
二
郎
（
中
島
Ｂ
班
）

亡
母
の
癖  

二
つ
三
つ
ともら

い
う
け

我
を
捨
て
る  

余
生
楽
し
む老の

知
恵

四
童
子
弥
生
（
南
大
分
Ａ
班
）

改
築
の  
壁
に
刻
も
う  

家
族
愛

身
の
丈
に  

も
し
も
の
備
え

し
て
生
き
る

後
藤
由
紀
子
（
戸
次
Ａ
班
）

炎
天
下  

愚
痴
も
こ
ぼ
さ
ず

　
　

草
取
り
の 

我
が
正
体
を

我
に
問
う
な
り

世
に
生
き
て  

在
り
し
証
だ

　
　

猛
暑
日
の  

昼
の
日
中
を

鳴
き
尽
く
せ
蝉

衛
藤
勝
行
（
判
田
東
班
）

原
田
博
文
（
城
南
班
）

ホームページのご案内

さ 

み 

だ
れ

シ
ル
バ
ー

俳句・川柳・手芸・趣味等
募集しています。

定
時
総
会
も
無
事
終
了
し
、
会
員
数

の
増
加
、
契
約
金
額
の
伸
び
な
ど
を
報

告
出
来
て
、
ホ
ッ
と
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

西
日
本
の
集
中
豪
雨
に
よ
り
多
く
の

方
々
が
命
を
無
く
し
て
お
り
ま
す
。
自

然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
突
き
つ
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
暑
く
な
り
ま
す
が
、
就
業

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
事
故
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
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